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富山県のがん診療体制
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診療実績要件現状

当院 高岡市民 砺波総合 富山大学 富山県中

院内がん登録 1376 590 542 1285 2486

がん手術件数 760 381 423 780 1151

化学療法患者数 1320 335 471 1066 2746

放射線治療患者数 299 116 93 351 461

医療圏シェア(%) 33.0 24.0 40.0 10.0 38.0

高岡医療圏外来 69599 17946 1805 11893 6435

高岡医療圏入院 1976 1150 38 890 250

砺波医療圏外来 6015 306 22700 1566 955

砺波医療圏入院 253 20 967 136 44

診療実績を鑑みて，当院としては「高度型」を目指すべき
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苦痛のスクリーニング

身体的苦痛、精神心理的苦痛、社会的苦痛
等のスクリーニングを、外来及び病棟で行う

院内で一貫したスクリーニング手法を活用

スクリーニングされたがん患者の苦痛を、迅
速かつ適切に緩和する体制を整備する

外来化学療法室において、治療の有害事象
を含めた苦痛のスクリーニングを行い、主治
医と情報を共有する
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医師からの病状説明

看護師・医療心理に携わる者等の同席を基
本とする（患者・家族の希望に応じて調整）

初期治療内容のみならず、長期的視野に立
ち治療プロセス全体について十分なイン
フォームド・コンセントに努める

必要に応じて、看護師等によるカウンセリン
グを活用する
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看護カウンセリング（がん看護外来）

診断 死亡

薬物療法

入院 外来

苦痛のスクリーニング，QOL の評価
院内で一貫した手法

副作用の評価
（患者自身の評価）

＋

求められるがん診療の流れ

専門的緩和ケア

病状説明

他職種の同席
カウンセリング
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第二期がん対策推進基本計画 （2012-17）
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第三期がん対策推進基本計画
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緩和ケアに関する要件の議論の場

緩和ケア推進検討会（2012.4～）

– 2013.8 第二次中間とりまとめ →2014年整備指針

– 2016.4 報告書 →2018年整備指針

がん等における緩和ケアのさらなる推進に関す
る検討会（2016.5～）

– 2016.12 議論の整理

がんとの共生のあり方に関する検討会
（2019.3～）

–緩和ケアに係る部会（2021.7～）
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緩和ケアセンター
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ジェネラル・マネージャーの役割

緩和ケアセンターの機能を管理・調整する

？管理者？実践者？

院内において管理的な立場の看護師

がん看護に関する専門資格を有する
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要件としての緩和ケアセンター

都道府県拠点は必須

高度型地域拠点も必須（準じる体制）

→多くは，「がんセンター」や大学病院

将来的には全てのがん診療を行う施設への
普及を図る

がん以外の疾患も多い一般病院中心の地域
拠点の方向性としては，本当に正しいか？
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都道府県拠点においては

「緩和センター」以外に

放射線治療部門を設置，専従常勤医を配置

薬物療法部門を設置，専任常勤医を配置

相談支援機能を強化
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総合的がん診療センター

緩和ケアセンター
Palliative care

がん薬物療法センター
Medical Oncology

放射線治療センター
Radiation Oncology

がん相談支援センター
Survivorship Support

４つのサブセンターは臓器横断的がん診療部門として位置づけ
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院内「がんセンター」の設置

がん対策推進基本計画中間評価報告書（案） 第７７回がん対策推進協議会 2021.12.3
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緩和ケアセンター

がん薬物療法センター 放射線治療センター

がん相談支援センター

院内「がんセンター」と GM

GM
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緩和ケアセンター

がん薬物療法センター 放射線治療センター

がん相談支援センター

院内「がんセンター」と GM

GM
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院内「がんセンター」の看護スタッフ

部門
（サブセンター）

外来・チーム 病棟

緩和ケア 専従 1，兼任 2（いず
れも認定）

専従 16（うち師長 1）

がん薬物療法 専従 6（うち認定 1） （血液・腫瘍内科病棟）
専従 27（うち師長 1，
副師長・認定 1）

放射線治療 専任 3
がん相談支援 専従 1（師長）

がん看護外来として兼
任 5（いずれも認定）
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GM の「守備範囲」

部門
（サブセンター）

外来・チーム 病棟

緩和ケア 専従 1，兼任 2（いず
れも認定）

専従 16（うち師長 1）

がん薬物療法 専従 6（うち認定 1） （血液・腫瘍内科病棟）
専従 27（うち師長 1，
副師長・認定 1）

放射線治療 専任 3
がん相談支援 専従 1（師長）

がん看護外来として兼
任 5（いずれも認定）
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GM の「守備範囲」

部門
（サブセンター）

外来・チーム 病棟

緩和ケア 専従 1，兼任 2（いず
れも認定）

専従 16（うち師長 1）

がん薬物療法 専従 6（うち認定 1） （血液・腫瘍内科病棟）
専従 27（うち師長 1，
副師長・認定 1）

放射線治療 専任 3
がん相談支援 専従 1（師長）

がん看護外来として兼
任 5（いずれも認定）
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院内「がんセンター」の統括者

部門
（サブセンター）

外来・チーム 病棟

緩和ケア 専従 1，兼任 2（いず
れも認定）

専従 16（うち師長 1）

がん薬物療法 専従 6（うち認定 1） （血液・腫瘍内科病棟）
専従 27（うち師長 1，
副師長・認定 1）

放射線治療 専任 3
がん相談支援 専従 1（師長）

がん看護外来として兼
任 5（いずれも認定）
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がん薬物療法センター 放射線治療センター

がん相談支援センター

院内「がんセンター」

GM
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緩和ケアセンター

がん薬物療法センター 放射線治療センター

がん相談支援センター

院内「がんセンター」に GM

GM
Big Boss
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提言

すべての拠点病院に，がん診療を統括する部
門（がんセンター，腫瘍センター等）を設置する

– 緩和ケア部門，薬物療法部門，放射線治療部門，
がん相談支援センターを有機的に統合する

がん診療を統括する部門に，専従のジェネラル
マネージャー（管理的立場の看護師）を置く

緩和ケアセンターの GM との併任を可とする



当院のがん診療部門のロゴです（演者作成）
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